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５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
。
５
月
24
日
—
に
は

平
成
15
年
度
憲
法
施
行
記
念
事
業
「
憲
法
を
記
念

す
る
市
民
の
つ
ど
い
」
が
三
鷹
市
公
会
堂
ホ
U
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
憲
法
と
は
何
か
を
考
え
、
憲

法
に
お
け
る
人
権
尊
重
・
平
和
主
義
の
意
識
の
啓

発
を
推
進
す
る
た
め
、
今
回
は
「
憲
法
」
に
関
す

る
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
憲
法
が
わ
か
っ

た
〔
改
訂
版
〕」

日
笠
完
治
著
　
法
学

書
院日

常
生
活
の
中
で

「
憲
法
」
を
意
識
す
る
機
会
は
意
外
と
少
な
い
も

の
だ
が
、
本
書
は
、
多
く
の
人
が
「
憲
法
好
き
」

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
著
者
が
願
い
を
こ
め

て
憲
法
の
す
べ
て
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
一

冊
。

◆
「
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
日
本
国
憲
法
」

池
田

香
代
子
訳
　
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

本
書
は
池
田
香

代
子
に
よ
る
日
本

国
憲
法
の
新
訳
条

文
と
英
文
日
本
国

憲
法
、
日
本
国
憲

法
正
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。「
憲
法
が
う
た
っ
て

い
る
の
は
、
戦
争
で
傷
つ
い
た
人
び
と
が
万
感
の

思
い
を
こ
め
て
未
来
へ
託
し
た
夢
で
あ
る
。
夢
を

託
さ
れ
た
夢
の
子
ど
も
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
が
い

ま
な
に
を
す
べ
き
か
、
ま
っ
さ
ら
な
目
で
読
み
直

し
た
憲
法
は
、
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
あ
た
え
て

く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。」
と
訳
者
は
ま
え
が
き
で

述
べ
て
い
る
。

◆
「
世
界
の
憲
法
集
〔
第
二
版
〕」

阿
部
照
哉
・

畑
博
行
編
　
有
信
堂

「
国
家
あ
る
と
こ

ろ
に
憲
法
あ
り
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、

本
書
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
を
は
じ
め
と
し

た
世
界
18
カ
国
の
現
行
の
憲
法
典
ま
た
は
基
本
法

典
の
全
訳
ま
た
は
抄
訳
を
収
め
て
い
る
。

憲
法
制
定
の
時
期
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の

１
７
８
７
年
か
ら
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
１
９
９

３
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
主
要
諸
外
国
の
憲
法
を

学
ぶ
た
め
の
必
読
の
書
。

◆
「
憲
法
を
学
ぶ
〜
い
ま
な
ぜ
憲
法
を
学
ぶ
か
」

奥
平
康
弘
・
杉
原
泰
雄
編
　
有
斐
閣

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
な
か
、
現
実
の
社
会
の
中
か
ら
提
起
さ
れ
て
い

る
憲
法
問
題
を
可
能
な
限
り
拾
い
あ
げ
、
日
本
国

憲
法
の
あ
る
べ
き
姿

を
わ
か
り
や
す
く
鋭

い
分
析
を
加
え
な
が

ら
探
求
し
た
新
タ
イ

プ
の
憲
法
学
習
書
。

◆
「
市
民
主
権
の
可
能
性
〜
21
世
紀
の
憲
法
・
デ

モ
ク
ラ
シ
U
・
ジ
ェ
ン
ダ
U
」

辻
村
み
よ
子
著

有
信
堂

本
書
は
、
「
グ
ロ

U
バ
リ
ゼ
U
シ
ョ
ン

と
憲
法
構
造
の
変

容
」、「
主
権
論
の
新

地
平
」、「
フ
ラ
ン
ス

憲
法
改
正
と
主
権
問
題
」、「「
市
民
」
と
「
市
民

主
権
」
の
可
能
性
」
の
四
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
、

主
権
・
デ
モ
ク
ラ
シ
U
・
ジ
ェ
ン
ダ
U
な
ど
を
主

要
な
概
念
と
し
て
新
世
紀
の
「
市
民
主
権
」
の
展

望
を
示
し
た
憲
法
研
究
書
。

∞
三
鷹
図
書
館
（
本
館
）
ò
43
―
９
１
５
１

170

「
憲
法
を
考
え
る
」

◇
市
民
団
体
展
示
コ
U
ナ
U

憲
法
を
記
念
す
る
三
鷹
市
民
の
会
に
加
入

し
て
い
る
団
体
の
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
市
民

団
体
の
展
示
Ｐ
Ｒ
。

◇
人
権
啓
発
・
行
政
相
談
コ
U
ナ
U

人
権
相
談
員
・
行
政
相
談
員
に
よ
る
啓
発

コ
U
ナ
U
。

◇
ユ
ニ
セ
フ
パ
ネ
ル
展
「
紛
争
下
の
子
ど
も

の
人
権
」

武
力
紛
争
の
最
大
の
犠
牲
者
で
あ
る
子
ど

も
の
保
護
を
訴
え
る
、
ユ
ニ
セ
フ
の
パ
ネ
ル

を
展
示
。
同
時
に
戦
争
中
の
日
本
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
ま
す
。

◇
図
書
紹
介

市
立
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
憲
法
に
関
す
る

本
、
講
師
・
木
村
晋
介
さ
ん
の
著
作
を
紹
介

し
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国
際
化
推

進
係
ò
内
線
２
１
１
５

「紫草」をご存知ですか？　万葉集にも多く

詠まれ、その根が高貴な色・紫の染料や薬草と

して用いられた紫草は、今では絶滅が危惧され

る「幻の草」。玉川上水の「むらさき橋」（昭和

30年公募により命名）の由来にもなっているよ

うに、三鷹市とゆかりの深い植物でもあります。

この紫草を、三鷹のまちのシンボルとして復

活させようという取り組みが始まりました。市

内の商業者や市民有志でつくる「三鷹ブランド

の会」（代表・山±由美子さん）が種を取り寄

せ、ＪＡ東京むさし三鷹支部の農家約15軒や、

中原小・四小・五小の３小学校でこの春から栽

培を始めています。

三鷹と紫草の関わりは、井の頭公園にある井

の頭弁財天の石段上の灯籠（市指定文化財）に

見ることができます。「紫灯籠」と呼ばれるこ

の灯籠は、江戸の紫根問屋と染物業者が慶応元

年（1865年）に寄進したものです。派手好みの

江戸っ子の心をとらえ爆発的に流行した「江戸

紫」は、京紫に比べて青みの強い色合い。江戸

の粋の代表的な色「江戸紫」は、井の頭池から

湧き出る良質の水で晒されることで生まれたと

され、水源の池を守る弁財天への信仰が厚かっ

たのです。

また、江戸紫の流行で近在の農家では栽培す

る者が多くなり、このあたり一帯は紫草の名産

地になったということです。

市内各所で栽培されている紫草は、ようやく

小さな芽が出たばかりですが、このプロジェク

トに多くの市民のみなさんにかかわっていただ

き、紫草の栽培、染料や薬草としての利用など

さまざまなアイデアやコミュニケーションの輪

を広げていきたいと、同会では参加呼びかけの

説明会を開催します。

◆「紫草復活の会（仮称）」の説明会 ５月17

日—午後２時から、三鷹駅前コミュニティセン

ターで。問い合わせは、同会事務局（三鷹商工

会内）ò49―3111へ。

第
七
中
学
校
生
徒
が
「
日
本
国
憲
法
前

文
」
と
「
三
鷹
市
に
お
け
る
平
和
施
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
前
文
」
を
朗
読
し
ま

す
。

廃
坑
で
揺
れ
る
炭
鉱
の
町
の
名
門
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
が
、
苦
節
を
経
て
コ
ン
ク
U
ル
優
勝

の
栄
光
を
つ
か
む
ま
で
を
描
い
た
作
品
。

も
め
ご
と
を
解
決
し
た
り
、
も
め
ご
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
た
め
に
ル
U
ル

が
必
要
で
あ
り
、
法
が
あ
る
の
だ
と
い
え
ま

す
。
そ
の
法
の
基
本
で
あ
る
憲
法
に
立
ち
返

り
な
が
ら
、
弁
護
士
と
し
て
の
豊
富
な
経
験

か
ら
、
市
民
と
法
の
か
か
わ
り
な
ど
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
木
村
晋
介
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
U
ル１

９
４
５
年

長
崎
市
生
ま

れ
。
67
年
中
央

大
学
卒
業
、
70

年
弁
護
士
開

業
。
消
費
者
問

題
、
犯
罪
被
害
者
救
済
、
プ
ラ
イ
バ
シ
U
問

題
な
ど
に
深
く
関
わ
り
、
著
作
や
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
幅
広
く
活
動
。
最
近
は
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
弁
護
士
養
成
の
た
め
の
国
際
協

力
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
著
書
に
「
定
年
後

の
法
律
相
談
」「
新
・
こ
れ
も
お
と
こ
の
じ

ん
せ
い
だ
¿
」
「
二
十
歳
の
法
律
ガ
イ
ド
」

「
遺
言
状
を
書
い
て
み
る
」「
キ
ム
ラ
弁
護
士

が
駆
け
て
ゆ
く
」
ほ
か
多
数
。
大
学
在
学
中

か
ら
続
く
、
作
家
の
椎
名
誠
ら
と
の
交
友
を

描
い
た
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。

昭
和
22
年
５
月
３
日
、
戦
後
の
日
本
の
新

た
な
礎
と
な
る
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、

す
で
に
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
根
幹
で
あ
る
「
平
和
主

義
」、「
国
民
主
権
」、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

の
精
神
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
目
覚
し

い
復
興
を
成
し
遂
げ
た
日
本
社
会
の
骨
組
み

を
支
え
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
人
類
普

遍
の
原
理
と
し
て
、
今
も
そ
の
輝
き
を
失
っ

て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
市
民
生
活
を
通
し
て
憲
法
を
考

え
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
、
憲

法
施
行
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
「
憲
法
を
記
念
す
る
市
民
の
つ
ど
い
」
も

市
民
の
方
と
の
共
同
で
企
画
を
考
え
、
今
年

で
24
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
弁
護
士
の
木
村
晋
介
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
の
講
演
と
映
画
上
映
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
・
三
鷹
市
教
育
委
員
会
・
憲
法
を

記
念
す
る
三
鷹
市
民
の
会
主
催
。

▽
５
月
24
日
—
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
20

分
、
三
鷹
市
公
会
堂
ホ
U
ル
で
。
講
演
は
手

話
通
訳
、
要
約
筆
記
（
Ｏ
Ｈ
Ｐ
）
付
き
。

■
催
し
物
コ
ー
ナ
ー

■
中
学
生
に
よ
る
朗
読

５
月
24
日
—

三
鷹
市
公
会
堂

まぼろしの紫草　復活プロジェクトに参加しませんか

■
講
演
「
も
め
ご
と
を
解
決
す
る

と
い
う
こ
と
」

講
師
　
木
村
晋
介
さ
ん（
弁
護
士
）

■
映
画
「
ブ
ラ
ス
¿
」

（
マ
ー
ク
・
ハ
ー
マ
ン
監
督
・

96
年
・
イ
ギ
リ
ス
・
107
分
）

憲
法
を
記
念
す
る
市
民
の
つ
ど
い

憲
法
を
記
念
す
る
市
民
の
つ
ど
い

前
　
文

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け

る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の

子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、

わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を

確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍

が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ

の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の

厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は

国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ

れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す

る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法

は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、

こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排

除
す
る
。

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相

互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す

る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と

信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、

専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除

去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名

誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全

世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の

み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を

維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国

の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ

げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を

誓
ふ
。

写
真
撮
影：

青
木
繁
伸（
群
馬
県
前
橋
市
）

５
月
17
日
—
に
説
明
会

紫
草
の
花
が
校
章
に
な
っ
て
い

る
中
原
小
で
も
栽
培
中


